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  株式会社エアウィーヴ（東京都中央区八重洲、代表取締役会長兼社長：高岡本州）はこの度、日本スポ

ーツ振興センター（JSC：JAPAN SPORT COUNCIL 理事長：大東和美）とともに、「睡眠」 と「運動・スポーツ」の

関係に着目し、運動やスポーツへの参加を促す実証プロジェクト「アクティブ・フォー・スリープ」（通称：A4S：

Active For Sleep）を実施いたします。 

 

 「アクティブ・フォー・スリープ」とは、地方自治体・JSC・エアウィーヴが共同で取り組む健康増進プロジェクト

です。 

JAPAN SPORT NETWORK（JSN）に加盟している地方自治体との共催で、住民のスポーツ参加促進につながる新

たなモデル事業として取り組んでいきます。参加者個人が身体活動量を把握して、最適な生活習慣をみつ

けることを目的としています。 

 エアウィーヴ、JSC、自治体の三者がタッグを組むことで、住民のスポーツ参加促進と睡眠に関する先進的

な知見とノウハウを融合し、新しい地域スポーツ政策イノベーションの創出に貢献していきます。 

 

◆プログラム内容 

・日中活動量計+睡眠時アプリ（エアウィーヴ スリープ アナリシス）にてデータを収集。 

⇒身体活動量を数値化して、睡眠データとの関係性を分析し、参加者へフィードバック。 

・エアウィーヴによる睡眠セミナーを実施、セミナーの前後2回の睡眠に関するアンケート実施。 

 ⇒睡眠や日常生活に運動を取り入れたことによる心身の変化を調査。 

 

◆実施自治体 

 北海道、名寄市（北海道）、宗像市（福岡県） 

 

◆エアウィーヴ代表取締役会長兼社長 高岡本州コメント 

この度JSC様とこのような取り組みができて大変光栄です。エアウィーヴは長年睡眠と運動パフォーマンスの因果

関係について研究を重ねてきました。この活動を通じて多くの皆様がご自身の睡眠を見直すきっかけとなり、健や

かな毎日を送ることができるよう祈っております。 

 

◆JSC理事長 大東和美コメント 

日本を代表する寝具メーカーであるエアウィーヴとこのような取り組みをさせていただけることを嬉しく思いま

す。これをきっかけとし、住民の皆様にご自身の生活を見直していただき、日常生活に運動を取り入れる習

慣をつけていただけることを願います。 

エアウィーヴと日本スポーツ振興センターによる新プロジェクト開始 

「睡眠」と「運動・スポーツ」のより良い関係を実証する 

「A4S（アクティブ・フォー・スリープ）」 

 エアウィーヴはリオ 2016 大会日本代表選手団を応援しています 



 

  

 

エアウィーヴは、睡眠をさらに進化させるために、ピロー、かけ布団、ベッドマットレスなどへカテゴ
リーを広げ、トータルな睡眠環境をご提案するブランドへ生まれ変わりました。すべての人が、目覚め
の違いを実感して、最高のパフォーマンスを発揮できるように。エアウィーヴは、イノベ―ティブな技
術で睡眠をデザインする、睡眠のトータルソリューションカンパニーです。 
  

 

＜エアウィーヴの 4 つの特長＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■会社概要■ 

商号：株式会社エアウィーヴ 
創立：平成 16 年 11 月 11 日 
代表取締役会長兼社長：高岡本州    
所在地：東京都中央区八重洲 2-1-6 
 

 

■本件に関するお問い合わせ先■ 

株式会社エアウィーヴ            PR 部   友安・樋口 
〒104-0028 東京都中央区八重洲 2-1-6    八重洲ｋビル４F   TEL：03-6214-2460 FAX：03-6214-2461  
E-mail: sayaka_tomoyasu@airweave.jp 
 

《コンタクトセンター》 

0120-824-811（10:00～17:00） 

URL: http://airweave.jp 

 

①復元性（体重を押し返す力）が高く 

 睡眠時の寝返りがスムーズ 

 

②優れた体圧分散で体に負担がかかりません 

③通気性抜群で夏は蒸れにくく冬は暖かい 

 

 

④マットレスパッドの中のエアウィーヴ素材まで洗えて清潔 


